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1 受精した 卵を 何という?

ア 子葉 イたいばん ウ 未受精卵 エ 受精卵 こたえ 

2 しりびれは、メダカの 体の どこに ある?

ア 背中の 前の ほう イ 頭の 横 ウ 尾の 先 エ 腹の 側の 後ろの ほう こたえ 

3 メダカが 卵を 産む とき、おすは どう する?

アめすから はなれて かくれる イ 卵を 水草に つける ウめすに 寄りそって 精子を 出す

エ 卵を 食べて しまう こたえ 

4 受精後 数日で、卵の 中に 動いて 見えるように なるのは?

アひれの 色 イ 心臓と 血液の 流れ ウうろこだけ エ 骨だけ こたえ 

5 自然の メダカは おもに 何を 食べて いる?

ア 水草の 根だけ イ 水 中の 小さな 生き物など ウ 石 エ 砂 こたえ 

6 水 中の メダカを 手軽に 拡大して 見る 道具は?

ア 温度計 イ 虫めがねや けんび鏡 ウ 方位磁針 エはかり こたえ 

7 メダカは 何の 仲間?

ア 両生類 イ 魚(魚類) ウ 鳥 エ 昆 虫 こたえ 

8 メダカを 飼うのに 適した 水温は およそ?

ア 0℃くらい イ 60℃くらい ウ 25℃くらい エ 100℃ こたえ 

9 メダカの おすと めすを 見分けるのに 注 目する ひれは?

ア 背びれと しりびれ イ 胸びれと 尾びれ ウ 目と 口 エうろこの 数 こたえ 
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10 受精卵の 中で、体が できて いく 順として 正しいのは?

ア 目や 心臓が できる → ふ化する → 体の もとが できる

イ 体の もとが できる → ふ化する → 目や 心臓が できる

ウふ化する → 目が できる → 体の もとが できる

エ 体の もとが できる → 目や 心臓が できる → ふ化する こたえ 

11 子メダカに えさを あたえる ときは?

ア 細かく すりつぶして あたえる イ 水草を ちぎって あたえる

ウ 大きな かたまりで あたえる エ 親と 同じ 量を あたえる こたえ 

12 メダカは 何で 呼吸する?

アえら イひれ ウ肺 エひふだけ こたえ 

13 けんび鏡を 運ぶ ときの 持ち方は?

ア 反射鏡を 持って ぶら下げる イレンズの 部分を 片手で 持つ

ウステージを 片手で つまむ エ 片手で アームを にぎり、もう片方の 手で 台を 支える

こたえ 

14 かいぼうけんび鏡で ピントを 合わせる ときに 回すのは?

ア 調 節ねじ イレンズの ふた ウ 反射鏡 エステージ こたえ 

15 水そうの 底に しく 小石や 砂は どう する?

アよく 洗ってから 入れる イ 熱い まま 入れる ウ 塩を まぜて 入れる

エ 洗わずに そのまま 入れる こたえ 

16 買って きた メダカを 水そうに 入れる とき、気を つける ことは?

ア 袋ごと 水そうに 浮かべて 水温を 合わせる イすぐに 冷たい 水に 入れる

ウ 袋ごと 熱い お湯に つける エ 水道水を そのまま 入れて 放す こたえ 

17 水温が 低いと、受精卵が ふ化するまでの 日数は?

ア 1日に なる イ 短く なる ウ 長く なる エ 変わらない こたえ 
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18 自然の 中で、メダカが たくさんの 卵を 産む ことは、どんな 点で 役立つ?

ア 食べられても、生き残る 子が いる イ 水が きれいに なる ウ 水草が よく 育つ

エ 親が 世話を しやすい こたえ 

19 両 方の 目で のぞき、ものを 立体的に 観察できる けんび鏡は?

アかいぼうけんび鏡 イ 望遠鏡 ウ 虫めがね エそう眼実体けんび鏡 こたえ 

20 サケも メダカと 同じ ように 卵を 産む。サケの 卵を 食べ物に した ものは?

アうずらの 卵 イたらこ ウかずのこ エイクラ こたえ 
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こたえ　しょう5 りか「メダカの 誕生(動物の 誕生)」 その3

1  エ 受精卵

2  エ 腹の 側の 後ろの ほう

3  ウ めすに 寄りそって 精子を 出す

4  イ 心臓と 血液の 流れ

5  イ 水中の 小さな 生き物など

6  イ 虫めがねや けんび鏡

7  イ 魚(魚類)

8  ウ 25℃くらい

9  ア 背びれと しりびれ

10  エ 体の もとが できる → 目や 心臓が できる

→ ふ化する

11  ア 細かく すりつぶして あたえる

12  ア えら

13  エ 片手で アームを にぎり、もう片方の 手で

台を 支える

14  ア 調節ねじ

15  ア よく 洗ってから 入れる

16  ア 袋ごと 水そうに 浮かべて 水温を 合わせる

17  ウ 長く なる

18  ア 食べられても、生き残る 子が いる

19  エ そう眼実体けんび鏡

20  エ イクラ


